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文責：校長 赤﨑 好次

朝の気温が徐々に低くなり、確実に冬が近づいてきていることを実感します。

北国から雪の便りも届く頃です。２２日は、二十四節季の小雪。

陽射しが弱くなり紅葉が散り始めるころで、いちょうや柑橘類は黄色く色づいてきています。

次第に冷え込みが厳しくなってきますので、冬の備えはしっかりと整えたいものです。

今年も、５年生が JA 青年部の
方々のご指導の下、稲刈り体験を

させていただきました。

稲刈り用の鎌で刈り取ったり、

足踏み脱穀機で稲を落としたり、

更に唐箕（とうみ）でわらと稲を分類したり、日頃できない貴重な体験をさせていただきまし

た。子ども達は、JA 青年部の方々の分かりやすい説明や支援のお陰で予定していた作業をスム
ーズに行うことができました。JA青年部とその関係者の皆様に心から感謝申し上げます。

１０月２８日（金）は１～４年生は秋の遠

足、５年生は集団宿泊学習で、校内にいたの

は６年生だけでしたが、その６年生が「学校

のためにできることをしよう！」ということで、中庭の校長室前にある池をみんなで掃除して

くれました。お陰で、数年ぶり（？）にとてもきれいになり、早速、金魚や鯉を入れました。

昼休み時間の池の周りは、子どもでいっぱいです。

１０月１７日～１１月１１日の４週間

で、２人（写真左）が、３の１と４の１で

教育実習を行いました。

２人とも、実習最後の日に「加久藤小の

子ども達が大好きになりました！目標に向

かってがんばります！」と力強く感想を述

【岩下 杏奈さん】 【的場 南都子さん】 べてくれました。自分の夢の実現に向けて

がんばってほしいです。

裏面もご覧下さい



１０月２７日（木）・２８日（金）の１泊２日で、５年生が御池青少年自然の家に集団宿泊学

習に行きました。２日間とも好天に恵まれ、予定していた体験活動を無事終了しました。集団宿

泊学習は、「規律」「協同」「友愛」「奉仕」がテーマですが、このことは普段の生活でも当然で

きなければならないこと。それを、宿泊を共にして学校とは違う場所でできるのかどうか・・・。

教頭先生や５年生の担任の先生から「みんな、協力してとてもよく頑張っていました。」という、

うれしい報告を受けました。御池の所長先生からも「加久藤小の子ども達の態度は立派でした。」

というお褒めの言葉をいただきました。５年生、これからもがんばって!

今年の音楽鑑賞教室は、高原

町出身でシンガーソングライタ

ーの大野勇太さんに来ていただ

き、楽しい時間を過ごしました。

素敵な曲を何曲も披露してくださいましたが、中でも、「吉都線～夢を乗せて」は吉都線１０

０周年記念ソングでリズム感あふれる曲でした。歌詞の中には、吉都線の全ての駅名が出てきま

すが、えびの駅（加久藤）だけは「かっつ」と表現。つい口ずさみたくなるような素敵な曲です。

♪ きっと 会いに行くよ 僕らを乗せて 今日も走る

きっと 願い叶うから 僕の夢 乗せて走る～ ♪

昼休み時間は、何人もの子ども達が「きっと～」と歌いながらグランドへ駆け出しています。

２１日（月） 交通安全集会 １日（木） みやざき学力・市学力検査

２２日（火） 校内持久走大会 ２日（金） 市学力検査

５日（月） 全校朝会

６日（火） 委員会活動

１６日（金） クラブ活動

２３日（金） ２学期前半終了日

全校集会


